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(57)【要約】
【課題】　表示されているテキストの記号に対応する音
を出力することができる再生装置、再生方法、プログラ
ムおよび記録媒体を提供する。
【解決手段】　タッチイベント＆タッチ座標生成部１２
は、入力部１１によって入力された接触状態情報および
位置情報に基づいて、タッチイベントおよびタッチ座標
を生成する。選択範囲決定部１３は、タッチイベントお
よびタッチ座標に基づいて、選択範囲を決定するととも
に、対応テーブル１９を参照して、決定した選択範囲に
含まれる各記号に対応する記号音の時間的位置を決定す
る。アクション決定部１４は、タッチイベントおよび選
択範囲に基づいて、どのアクションを行うかを決定し、
決定したアクションに従って、選択範囲内の記号を表示
部１５に表示させるとともに、時間的位置が示す時間に
、選択範囲内の記号に対応する記号音をオーディオ再生
部１６に出力させる。
【選択図】　　　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　記号を表す記号情報と、記号情報が示す記号に対応する記号音を表す音情報とを記憶す
る記憶手段と、
　表示画面を有し、記憶手段に記憶される記号情報が示す記号を表示画面に表示する表示
手段と、
　音を出力するための音出力手段と、
　指が表示画面に接触しているか否かの接触状態を表す接触状態情報、および指が接触し
ている表示画面内の位置を表す位置情報を入力する入力手段と、
　入力手段によって入力される接触状態情報および位置情報に基づいて、表示画面に表示
される記号のうち出力すべき記号音に対応する記号の出力範囲を決定し、記憶手段に記憶
される音情報が示す記号音のうち、前記決定された出力範囲内の記号に対応する記号音を
音出力手段に出力させる制御手段とを含むことを特徴とする再生装置。
【請求項２】
　前記記憶手段は、記号情報が表す記号と、各記号にそれぞれ対応する記号音が音出力手
段によって出力される相対的な時間とを関連付けた対応情報を記憶し、
　前記制御手段は、前記記憶手段に記憶される対応情報に基づいて、各記号に関連付けら
れた相対的な時間の記号音を、各記号に対応する記号音として前記音出力手段に出力させ
ることを特徴とする請求項１に記載の再生装置。
【請求項３】
　前記制御手段は、前記入力手段によって入力される接触状態情報に基づいて定まる接触
態様、および入力手段によって入力される位置情報に応じて、前記出力範囲を決定するこ
とを特徴とする請求項１または２に記載の再生装置。
【請求項４】
　前記入力手段は、タッチパネルであり、
　前記接触態様は、タップ、ダブルタップ、ドラッグ、ピンチ、およびフリックのうちの
少なくとも１つであることを特徴とする請求項１～３のいずれか１つに記載の再生装置。
【請求項５】
　前記位置情報は、２つの位置を表す位置情報を含み、
　前記制御手段は、該位置情報が示す２つの位置を対角とする矩形の範囲を出力範囲とし
て決定することを特徴とする請求項１～４のいずれか１つに記載の再生装置。
【請求項６】
　前記表示手段は、前記記号を頁単位で表示し、
　前記出力範囲は、頁単位に選択可能であることを特徴とする請求項１～５のいずれか１
つに記載の再生装置。
【請求項７】
　前記制御手段は、前記決定された出力範囲内の記号を、前記決定された出力範囲外の記
号よりも強調して前記表示手段に表示させることを特徴とする請求項１～６のいずれか１
つに記載の再生装置。
【請求項８】
　前記表示手段は、前記記号を頁単位で表示し、
　前記制御手段は、前記出力範囲が複数頁に及ぶ場合、前記音出力手段によって出力され
る記号音が表示画面に表示されている最後の記号に対応する記号音になったとき、前記表
示手段に次の頁の記号を表示させることを特徴とする請求項１～７のいずれか１つに記載
の再生装置。
【請求項９】
　前記表示手段は、前記記号を頁単位で表示し、
　前記制御手段は、前記出力範囲が複数頁に及ぶ場合、前記音出力手段によって出力され
ている記号音に対応する記号が表示画面内の予め定める行または列に含まれる記号になっ
たとき、前記表示画面に表示する記号をスクロールすることを特徴とする請求項１～７の
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いずれか１つに記載の再生装置。
【請求項１０】
　前記制御手段は、前記音出力手段によって出力された記号音に対応する記号を、前記表
示手段に表示画面から消去させることを特徴とする請求項１～９のいずれか１つに記載の
再生装置。
【請求項１１】
　前記制御手段は、前記音出力手段によって出力された記号音に対応する記号のみを、前
記表示手段によって表示画面に表示させることを特徴とする請求項１～９のいずれか１つ
に記載の再生装置。
【請求項１２】
　前記制御手段は、前記音出力手段によって出力されている記号音に対応する記号のみを
、前記表示手段によって表示画面に表示させることを特徴とする請求項１～９のいずれか
１つに記載の再生装置。
【請求項１３】
　前記記憶手段は、記号情報が示す記号に対応する画像を表す画像情報を記憶し、
　前記制御手段は、前記記憶手段に記憶される画像情報が示す画像のうち表示画面に表示
されている記号に対応する画像を表示画面に表示し、前記音出力手段が出力している記号
音に対応する記号に対応する画像を、他の画像よりも強調して前記表示手段に表示させる
ことを特徴とする請求項１～１２のいずれか１つに記載の再生装置。
【請求項１４】
　前記制御手段は、前記入力手段によって入力される位置情報が示す位置が出力範囲内の
記号の位置を移動するとき、移動した位置にある記号に対応する記号音のみを音出力手段
に出力させることを特徴とする請求項１～１３のいずれか１つに記載の再生装置。
【請求項１５】
　前記制御手段は、前記入力手段によって入力される位置情報が示す位置が出力範囲内の
記号の位置を移動するとき、該位置が移動する速度で、該位置にある記号に対応する記号
音を音出力手段に出力させることを特徴とする請求項１～１３のいずれか１つに記載の再
生装置。
【請求項１６】
　前記制御手段は、出力範囲内の記号のうち、予め定める大きさ以下の記号に対応する記
号音を前記音出力手段に出力させることを特徴とする請求項１～１５のいずれか１つに記
載の再生装置。
【請求項１７】
　前記制御手段は、記号の大きさまたは色に応じて、前記音出力手段に記号音を出力させ
る速度を変化させることを特徴とする請求項１～１６のいずれか１つに記載の再生装置。
【請求項１８】
　前記制御手段は、記号の大きさまたは色に応じて、音出力手段に記号音を出力させる音
量を変化させることを特徴とする請求項１～１６のいずれか１つに記載の再生装置。
【請求項１９】
　前記記号は、文字であり、
　前記記号情報は、単語、文章、段落、章、および行または列を構成単位とする文書を表
す文書情報であり、
　前記出力範囲は、文字単位、単語単位、文章単位、段落単位、章単位、および行単位ま
たは列単位に選択可能に設定可能であることを特徴とする請求項１～７のいずれか１つに
記載の再生装置。
【請求項２０】
　前記文字は、句点およびピリオドを含み、
　前記制御手段は、前記出力範囲を決定するとき、句点およびピリオドを文章の切れ目と
して認識することを特徴とする請求項１９に記載の再生装置。
【請求項２１】
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　前記表示画面は、記号を表示するための記号表示領域と、記号表示領域を除く残余の空
白領域とに分割され、
　前記入力手段は、記号表示領域および空白領域のいずれの領域についても、指の接触状
態情報および位置情報を入力可能であることを特徴とする請求項２０に記載の再生装置。
【請求項２２】
　前記空白領域は、表示画面の周縁部に形成され、
　前記表示手段は、前記文書情報を横書きまたは縦書きで表示画面に表示し、
　前記制御手段は、横書きで表示される場合、前記入力手段によって入力された位置情報
が示す位置が、前記周縁部の空白部のうち左右方向両端部のうちのいずれか１つの空白部
内の位置であるとき、該位置の左右方向に隣接する段落を出力範囲をとして決定し、また
は、縦書きで表示される場合、前記入力手段によって入力された位置情報が示す位置が、
前記周縁部の空白部のうち上下方向両端部のうちのいずれか１つの空白部内の位置である
とき、該位置の上下方向に隣接する段落を出力範囲をとして決定することを特徴とする請
求項２１に記載の再生装置。
【請求項２３】
　前記空白領域は、表示画面の周縁部に形成され、
　前記表示手段は、前記文書情報を横書きまたは縦書きで表示画面に表示し、
　前記制御手段は、横書きで表示される場合、前記入力手段によって入力された位置情報
が示す位置が、前記周縁部の空白部のうち左右方向両端部のうちのいずれか１つの空白部
内の位置であるとき、または、縦書きで表示される場合、前記入力手段によって入力され
た位置情報が示す位置が、前記周縁部の空白部のうち左右方向両端部のうちのいずれか１
つの空白部内の位置であるとき、表示画面内の頁を出力範囲として決定することを特徴と
する請求項２１または２２に記載の再生装置。
【請求項２４】
　前記記号は、音符であり、
　前記記号情報は、楽譜を表す楽譜情報であり、
　前記出力範囲は、音符単位、小節単位、楽節単位、および楽章単位に選択可能に設定可
能であることを特徴とする請求項１～７のいずれか１つに記載の再生装置。
【請求項２５】
　記号を表す記号情報と、記号情報が示す記号に対応する記号音を表す音情報とを記憶す
る記憶手段と、表示画面を有し、記憶手段に記憶される記号情報が示す記号を表示画面に
表示する表示手段と、音を出力するための音出力手段と、指が表示画面に接触しているか
否かの接触状態を表す接触状態情報、および指が接触している表示画面内の位置を表す位
置情報を入力する入力手段とを含む再生装置で実行される再生方法であって、
　入力手段によって入力される接触状態情報および位置情報に基づいて、表示画面に表示
される記号のうち出力すべき記号音に対応する記号の出力範囲を決定する決定工程と、
　記憶手段に記憶される音情報が示す記号音のうち、決定工程で決定された出力範囲内の
記号に対応する記号音を音出力手段に出力させる出力工程とを含むことを特徴とする再生
方法。
【請求項２６】
　記号を表す記号情報と、記号情報が示す記号に対応する記号音を表す音情報とを記憶す
る記憶手段と、表示画面を有し、記憶手段に記憶される記号情報が示す記号を表示画面に
表示する表示手段と、音を出力するための音出力手段と、指が表示画面に接触しているか
否かの接触状態を表す接触状態情報、および指が接触している表示画面内の位置を表す位
置情報を入力する入力手段と、コンピュータとを含む再生装置のコンピュータに、
　入力手段によって入力される接触状態情報および位置情報に基づいて、表示画面に表示
される記号のうち出力すべき記号音に対応する記号の出力範囲を決定する決定工程と、
　記憶手段に記憶される音情報が示す記号音のうち、決定工程で決定された出力範囲内の
記号に対応する記号音を音出力手段に出力させる出力工程とを実行させるためのプログラ
ム。
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【請求項２７】
　請求項２６に記載のプログラムが記録されたコンピュータ読取り可能な記録媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、音の出力とテキストの表示とを連動させることができる再生装置、再生方法
、プログラムおよび記録媒体に関する。
【背景技術】
【０００２】
　音の出力にテキストの表示を連動させる代表的なものとして、音声の再生に合わせて画
面に表示される歌詞を見ながら歌を歌うためのカラオケ機器が広く普及している。
【０００３】
　第１の従来技術として、特許文献１に記載されるデータ作成装置がある。このデータ作
成装置は、音声データの再生時間軸に対するテキストデータの再生タイミングを規定する
リンクテーブルを、音声データから抽出した言語とテキストデータの言語とを比較するこ
とによって自動的に作成するものである。
【０００４】
　第２の従来技術として、特許文献２に記載されるデータ生成装置がある。このデータ生
成装置は、音声の再生に合わせてテキストを所定のタイミングで表示するための連動表示
用データを生成する。データ生成装置は、音源データに含まれる音声帯域のスペクトル成
分から抽出した特徴パラメータを所定の言語の特徴パラメータと比較して言語列を生成す
る。生成した言語列の読みと、読みが付与された文字列の読みとが一致する言語文字列内
の文字列が再生されるタイミングを、音源データの再生経過時間によって示すタイムスタ
ンプ情報として、連動表示用データに含める。読みが付されていない文字列については、
読みが付されていない文字列の直前の文字列のタイムスタンプ情報に基づいて、読みが付
されていない文字列に所定長の時間帯を割り当てて、当該読みが付されていない文字列と
、この文字列に割り当てた時間帯を示すタイムスタンプ情報とを、連動表示用データに含
める。データ生成装置は、連動表示用データに基づいて、読みが付されていない文字列に
ついても表示することができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００３－２８０６７０号公報
【特許文献２】特開２０１０－０１５０８８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　第１，第２の従来技術は、音楽や音声などの音データの出力に、文字や記号として表現
されるテキストデータを連動して表示させるために、音データとテキストデータとを自動
的に関連付けるものである。しかしながら、これらの従来技術は、音データとテキストデ
ータとを自動的に関連付けるものではあるが、音データの出力に合わせて、テキストデー
タを表示するためのものであり、テキストデータの任意の位置を指定し、指定された位置
のテキストデータに対応する音データを出力することはできない。
【０００７】
　本発明の目的は、表示されているテキストの記号に対応する音を出力することができる
再生装置、再生方法、プログラムおよび記録媒体を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明は、記号を表す記号情報と、記号情報が示す記号に対応する記号音を表す音情報
とを記憶する記憶手段と、
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　表示画面を有し、記憶手段に記憶される記号情報が示す記号を表示画面に表示する表示
手段と、
　音を出力するための音出力手段と、
　指が表示画面に接触しているか否かの接触状態を表す接触状態情報、および指が接触し
ている表示画面内の位置を表す位置情報を入力する入力手段と、
　入力手段によって入力される接触状態情報および位置情報に基づいて、表示画面に表示
される記号のうち出力すべき記号音に対応する記号の出力範囲を決定し、記憶手段に記憶
される音情報が示す記号音のうち、前記決定された出力範囲内の記号に対応する記号音を
音出力手段に出力させる制御手段とを含むことを特徴とする再生装置である。
【０００９】
　また本発明は、前記記憶手段は、記号情報が表す記号と、各記号にそれぞれ対応する記
号音が音出力手段によって出力される相対的な時間とを関連付けた対応情報を記憶し、
　前記制御手段は、前記記憶手段に記憶される対応情報基づいて、各記号に関連付けられ
た相対的な時間の記号音を、各記号に対応する記号音として前記音出力手段に出力させる
ことを特徴とする。
【００１０】
　また本発明は、前記制御手段は、前記入力手段によって入力される接触状態情報に基づ
いて定まる接触態様、および入力手段によって入力される位置情報に応じて、前記出力範
囲を決定することを特徴とする。
【００１１】
　また本発明は、前記入力手段は、タッチパネルであり、
　前記接触態様は、タップ、ダブルタップ、ドラッグ、ピンチ、およびフリックのうちの
少なくとも１つであることを特徴とする。
【００１２】
　また本発明は、前記位置情報は、２つの位置を表す位置情報を含み、
　前記制御手段は、該位置情報が示す２つの位置を対角とする矩形の範囲を出力範囲とし
て決定することを特徴とする。
【００１３】
　また本発明は、前記表示手段は、前記記号を頁単位で表示し、
前記出力範囲は、頁単位に選択可能であることを特徴とする。
【００１４】
　また本発明は、前記制御手段は、前記決定された出力範囲内の記号を、前記決定された
出力範囲外の記号よりも強調して前記表示手段に表示させることを特徴とする。
【００１５】
　また本発明は、前記表示手段は、前記記号を頁単位で表示し、
　前記制御手段は、前記出力範囲が複数頁に及ぶ場合、前記音出力手段によって出力され
る記号音が表示画面に表示されている最後の記号に対応する記号音になったとき、前記表
示手段に次の頁の記号を表示させることを特徴とする。
【００１６】
　また本発明は、前記表示手段は、前記記号を頁単位で表示し、
　前記制御手段は、前記出力範囲が複数頁に及ぶ場合、前記音出力手段によって出力され
ている記号音に対応する記号が表示画面内の予め定める行または列に含まれる記号になっ
たとき、前記表示画面に表示する記号をスクロールすることを特徴とする。
【００１７】
　また本発明は、前記制御手段は、前記音出力手段によって出力された記号音に対応する
記号を、前記表示手段に表示画面から消去させることを特徴とする。
【００１８】
　また本発明は、前記制御手段は、前記音出力手段によって出力された記号音に対応する
記号のみを、前記表示手段によって表示画面に表示させることを特徴とする。
【００１９】
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　また本発明は、前記制御手段は、前記音出力手段によって出力されている記号音に対応
する記号のみを、前記表示手段によって表示画面に表示させることを特徴とする。
【００２０】
　また本発明は、前記記憶手段は、記号情報が示す記号に対応する画像を表す画像情報を
記憶し、
　前記制御手段は、前記記憶手段に記憶される画像情報が示す画像のうち表示画面に表示
されている記号に対応する画像を表示画面に表示し、前記音出力手段が出力している記号
音に対応する記号に対応する画像を、他の画像よりも強調して前記表示手段に表示させる
ことを特徴とする。
【００２１】
　また本発明は、前記制御手段は、前記入力手段によって入力される位置情報が示す位置
が出力範囲内の記号の位置を移動するとき、移動した位置にある記号に対応する記号音の
みを音出力手段に出力させることを特徴とする。
【００２２】
　また本発明は、前記制御手段は、前記入力手段によって入力される位置情報が示す位置
が出力範囲内の記号の位置を移動するとき、該位置が移動する速度で、該位置にある記号
に対応する記号音を音出力手段に出力させることを特徴とする。
【００２３】
　また本発明は、前記制御手段は、出力範囲内の記号のうち、予め定める大きさ以下の記
号に対応する記号音を前記音出力手段に出力させることを特徴とする。
【００２４】
　また本発明は、前記制御手段は、記号の大きさまたは色に応じて、前記音出力手段に記
号音を出力させる速度を変化させることを特徴とする。
【００２５】
　また本発明は、記号の大きさまたは色に応じて、音出力手段に記号音を出力させる音量
を変化させることを特徴とする。
【００２６】
　また本発明は、前記記号は、文字であり、
　前記記号情報は、単語、文章、段落、章、および行または列を構成単位とする文書を表
す文書情報であり、
　前記出力範囲は、文字単位、単語単位、文章単位、段落単位、章単位、および行単位ま
たは列単位に選択可能に設定可能であることを特徴とする。
【００２７】
　また本発明は、前記文字は、句点およびピリオドを含み、
　前記制御手段は、前記出力範囲を決定するとき、句点およびピリオドを文章の切れ目と
して認識することを特徴とする。
【００２８】
　また本発明は、前記表示画面は、記号を表示するための記号表示領域と、記号表示領域
を除く残余の空白領域とに分割され、
　前記入力手段は、記号表示領域および空白領域のいずれの領域についても、指の接触状
態情報および位置情報を入力可能であることを特徴とする。
【００２９】
　また本発明は、前記空白領域は、表示画面の周縁部に形成され、
　前記表示手段は、前記文書情報を横書きまたは縦書きで表示画面に表示し、
　前記制御手段は、横書きで表示される場合、前記入力手段によって入力された位置情報
が示す位置が、前記周縁部の空白部のうち左右方向両端部のうちのいずれか１つの空白部
内の位置であるとき、該位置の左右方向に隣接する段落を出力範囲をとして決定し、また
は、縦書きで表示される場合、前記入力手段によって入力された位置情報が示す位置が、
前記周縁部の空白部のうち上下方向両端部のうちのいずれか１つの空白部内の位置である
とき、該位置の上下方向に隣接する段落を出力範囲をとして決定することを特徴とする。
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【００３０】
　また本発明は、前記空白領域は、表示画面の周縁部に形成され、
　前記表示手段は、前記文書情報を横書きまたは縦書きで表示画面に表示し、
　前記制御手段は、横書きで表示される場合、前記入力手段によって入力された位置情報
が示す位置が、前記周縁部の空白部のうち左右方向両端部のうちのいずれか１つの空白部
内の位置であるとき、または、縦書きで表示される場合、前記入力手段によって入力され
た位置情報が示す位置が、前記周縁部の空白部のうち左右方向両端部のうちのいずれか１
つの空白部内の位置であるとき、表示画面内の頁を出力範囲として決定することを特徴と
する。
【００３１】
　また本発明は、前記記号は、音符であり、
　前記記号情報は、楽譜を表す楽譜情報であり、
　前記出力範囲は、音符単位、小節単位、楽節単位、および楽章単位に選択可能に設定可
能であることを特徴とする。
【００３２】
　また本発明は、記号を表す記号情報と、記号情報が示す記号に対応する記号音を表す音
情報とを記憶する記憶手段と、表示画面を有し、記憶手段に記憶される記号情報が示す記
号を表示画面に表示する表示手段と、音を出力するための音出力手段と、指が表示画面に
接触しているか否かの接触状態を表す接触状態情報、および指が接触している表示画面内
の位置を表す位置情報を入力する入力手段とを含む再生装置で実行される再生方法であっ
て、
　入力手段によって入力される接触状態情報および位置情報に基づいて、表示画面に表示
される記号のうち出力すべき記号音に対応する記号の出力範囲を決定する決定工程と、
　記憶手段に記憶される音情報が示す記号音のうち、決定工程で決定された出力範囲内の
記号に対応する記号音を音出力手段に出力させる出力工程とを含むことを特徴とする再生
方法である。
【００３３】
　また本発明は、記号を表す記号情報と、記号情報が示す記号に対応する記号音を表す音
情報とを記憶する記憶手段と、表示画面を有し、記憶手段に記憶される記号情報が示す記
号を表示画面に表示する表示手段と、音を出力するための音出力手段と、指が表示画面に
接触しているか否かの接触状態を表す接触状態情報、および指が接触している表示画面内
の位置を表す位置情報を入力する入力手段と、コンピュータとを含む再生装置のコンピュ
ータに、
　入力手段によって入力される接触状態情報および位置情報に基づいて、表示画面に表示
される記号のうち出力すべき記号音に対応する記号の出力範囲を決定する決定工程と、
　記憶手段に記憶される音情報が示す記号音のうち、決定工程で決定された出力範囲内の
記号に対応する記号音を音出力手段に出力させる出力工程とを実行させるためのプログラ
ムである。
【００３４】
　また本発明は、前記のプログラムが記録されたコンピュータ読取り可能な記録媒体であ
る。
【発明の効果】
【００３５】
　本発明によれば、記憶手段は、記号を表す記号情報と、記号情報が示す記号に対応する
記号音を表す音情報とを記憶する。表示手段は、表示画面を有し、記憶手段に記憶される
記号情報が示す記号を表示画面に表示する。音出力手段は、音を出力する。入力手段は、
指が表示画面に接触しているか否かの接触状態を表す接触状態情報、および指が接触して
いる表示画面内の位置を表す位置情報を入力する。そして、制御手段は、入力手段によっ
て入力される接触状態情報および位置情報に基づいて、表示画面に表示される記号のうち
出力すべき記号音に対応する記号の出力範囲を決定し、記憶手段に記憶される音情報が示
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す記号音のうち、前記決定された出力範囲内の記号に対応する記号音を音出力手段に出力
させる。したがって、表示されているテキストの記号に対応する音を出力することができ
る。
【００３６】
　また本発明によれば、前記記憶手段は、記号情報が表す記号と、各記号にそれぞれ対応
する記号音が音出力手段によって出力される相対的な時間とを関連付けた対応情報を記憶
する。そして、前記制御手段は、前記記憶手段に記憶される対応情報基づいて、各記号に
関連付けられた相対的な時間の記号音を、各記号に対応する記号音として前記音出力手段
に出力させる。したがって、出力範囲内に表示される記号と、記号に対応する音とを１対
１に対応付けることができる。
【００３７】
　また本発明によれば、前記制御手段は、前記入力手段によって入力される接触状態情報
に基づいて定まる接触態様、および入力手段によって入力される位置情報に応じて、前記
出力範囲を決定する。したがって、ユーザは、指が表示画面に接触する接触形態に応じて
、音を出力する記号の範囲を指示することができる。
【００３８】
　また本発明によれば、前記入力手段は、タッチパネルである。そして、前記接触態様は
、タップ、ダブルタップ、ドラッグ、ピンチ、およびフリックのうちの少なくとも１つで
ある。したがって、ユーザは、タッチパネルで用いられる一般的な操作によって、音を出
力する記号の範囲を指示することができる。
【００３９】
　また本発明によれば、前記位置情報は、２つの位置を表す位置情報を含む。そして、前
記制御手段は、該位置情報が示す２つの位置を対角とする矩形の範囲を出力範囲として決
定する。したがって、ユーザは、ドラッグによって、表示画面に表示される記号のうちか
ら、音を出力する記号の範囲を指示することができる。
【００４０】
　また本発明によれば、前記表示手段は、前記記号を頁単位で表示する。そして、前記出
力範囲は、頁単位に選択可能であるので、ユーザは、１つの頁内の全記号に対応する音を
出力することができる。
【００４１】
　また本発明によれば、前記制御手段は、前記決定された出力範囲内の記号を、前記決定
された出力範囲外の記号よりも強調して前記表示手段に表示させる。したがって、ユーザ
は、音が出力されている記号の範囲を容易に認識することができる。
【００４２】
　また本発明によれば、前記表示手段は、前記記号を頁単位で表示する。そして、前記制
御手段は、前記出力範囲が複数頁に及ぶ場合、前記音出力手段によって出力される記号音
が表示画面に表示されている最後の記号に対応する記号音になったとき、前記表示手段に
次の頁の記号を表示させる。したがって、出力範囲が複数の頁に及ぶ場合、ユーザは、頁
をめくる操作をしなくても、次の頁の記号に対応する音を聞くことができる。
【００４３】
　また本発明によれば、前記表示手段は、前記記号を頁単位で表示する。そして、前記制
御手段は、前記出力範囲が複数頁に及ぶ場合、前記音出力手段によって出力されている記
号音に対応する記号が表示画面内の予め定める行または列に含まれる記号になったとき、
前記表示画面に表示する記号をスクロールする。したがって、出力範囲が複数の頁に及ぶ
場合、ユーザは、頁をめくる操作をしなくても、次の頁以降にある記号に対応する音を聞
くことができる。
【００４４】
　また本発明によれば、前記制御手段は、前記音出力手段によって出力された記号音に対
応する記号を、前記表示手段に表示画面から消去させる。したがって、すでに音として出
力された記号を表示画面から消去するので、ユーザは、表示画面上で不要な記号を目にす
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ることはない。
【００４５】
　また本発明によれば、前記制御手段は、前記音出力手段によって出力された記号音に対
応する記号のみを、前記表示手段によって表示画面に表示させる。したがって、これから
出力される音に対応する記号を未表示とすることができるので、ユーザは、これから出力
される音を予測することができ、語学の学習に役立てることができる。
【００４６】
　また本発明によれば、前記制御手段は、前記音出力手段によって出力されている記号音
に対応する記号のみを、前記表示手段によって表示画面に表示させる。したがって、ユー
ザは、表示されている記号に対する音のみを聞くことができ、語学の学習に役立てること
ができる。
【００４７】
　また本発明によれば、前記記憶手段は、記号情報が示す記号に対応する画像を表す画像
情報を記憶する。そして、前記制御手段は、前記記憶手段に記憶される画像情報が示す画
像のうち表示画面に表示されている記号に対応する画像を表示画面に表示し、前記音出力
手段が出力している記号音に対応する記号に対応する画像を、他の画像よりも強調して前
記表示手段に表示させる。したがって、ユーザは、どの画像が、記号音が出力されている
記号に対応する画像であるかを容易に認識することができる。
【００４８】
　また本発明によれば、前記制御手段は、前記入力手段によって入力される位置情報が示
す位置が出力範囲内の記号の位置を移動するとき、移動した位置にある記号に対応する記
号音のみを音出力手段に出力させる。したがって、ユーザは、指を接触させた記号列に含
まれる記号に対応する音のみを聞くことができる。
【００４９】
　また本発明によれば、前記制御手段は、前記入力手段によって入力される位置情報が示
す位置が出力範囲内の記号の位置を移動するとき、該位置が移動する速度で、該位置にあ
る記号に対応する記号音を音出力手段に出力させる。したがって、ユーザは、指を接触さ
せた記号列に含まれる記号に対応する音を、自分に適した出力速度で聞くことができる。
【００５０】
　また本発明によれば、前記制御手段は、出力範囲内の記号のうち、予め定める大きさ以
下の記号に対応する記号音を前記音出力手段に出力させる。したがって、ユーザは、文字
が小さいために読みにくい文字を音で確認することができる。
【００５１】
　また本発明によれば、前記制御手段は、記号の大きさまたは色に応じて、前記音出力手
段に記号音を出力させる速度を変化させる。したがって、ユーザは、注意して聞く必要が
ある部分については、遅い出力速度で聞くことができる。
【００５２】
　また本発明によれば、前記制御手段は、記号の大きさまたは色に応じて、音出力手段に
記号音を出力させる音量を変化させる。したがって、ユーザは、注意して聞く必要がある
部分については、大きい音量で聞くことができる。
【００５３】
　また本発明によれば、前記記号は、文字である。前記記号情報は、単語、文章、段落、
章、および行または列を構成単位とする文書を表す文書情報である。そして、前記出力範
囲は、文字単位、単語単位、文章単位、段落単位、章単位、および行単位または列単位に
選択可能に設定可能である。したがって、ユーザは、小説などの文書の文字を、いろいろ
な単位で音として聞くことができる。
【００５４】
　また本発明によれば、前記文字は、句点およびピリオドを含む。そして、前記制御手段
は、前記出力範囲を決定するとき、句点およびピリオドを文章の切れ目として認識する。
したがって、ユーザは、音を出力する出力範囲として、簡単な操作で文章を選択すること
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ができる。
【００５５】
　また本発明によれば、前記表示画面は、記号を表示するための記号表示領域と、記号表
示領域を除く残余の空白領域とに分割される。そして、前記入力手段は、記号表示領域お
よび空白領域のいずれの領域についても、指の接触状態情報および位置情報を入力可能で
ある。したがって、記号だけでなく、空白領域に含まれる空白部を、出力範囲を選択する
ために指を接触させる位置として利用することができる。
【００５６】
　また本発明によれば、前記空白領域は、表示画面の周縁部に形成される。前記表示手段
は、前記文書情報を横書きまたは縦書きで表示画面に表示する。そして、前記制御手段は
、横書きで表示される場合、前記入力手段によって入力された位置情報が示す位置が、前
記周縁部の空白部のうち左右方向両端部のうちのいずれか１つの空白部内の位置であると
き、該位置の左右方向に隣接する段落を出力範囲をとして決定し、または、縦書きで表示
される場合、前記入力手段によって入力された位置情報が示す位置が、前記周縁部の空白
部のうち上下方向両端部のうちのいずれか１つの空白部内の位置であるとき、該位置の上
下方向に隣接する段落を出力範囲をとして決定する。したがって、ユーザは、音を出力す
る出力範囲として、簡単な操作で段落を選択することができる。
【００５７】
　また本発明によれば、前記空白領域は、表示画面の周縁部に形成される。前記表示手段
は、前記文書情報を横書きまたは縦書きで表示画面に表示する。そして、前記制御手段は
、横書きで表示される場合、前記入力手段によって入力された位置情報が示す位置が、前
記周縁部の空白部のうち左右方向両端部のうちのいずれか１つの空白部内の位置であると
き、または、縦書きで表示される場合、前記入力手段によって入力された位置情報が示す
位置が、前記周縁部の空白部のうち左右方向両端部のうちのいずれか１つの空白部内の位
置であるとき、表示画面内の頁を出力範囲として決定する。したがって、ユーザは、音を
出力する出力範囲として、簡単な操作で頁を選択することができる。
【００５８】
　また本発明によれば、前記記号は、音符である。前記記号情報は、楽譜を表す楽譜情報
である。そして、前記出力範囲は、音符単位、小節単位、楽節単位、および楽章単位に選
択可能に設定可能である。したがって、ユーザは、楽譜の音符を、いろいろな単位で音と
して聞くことができる。
【００５９】
　また本発明によれば、記号を表す記号情報と、記号情報が示す記号に対応する記号音を
表す音情報とを記憶する記憶手段と、表示画面を有し、記憶手段に記憶される記号情報が
示す記号を表示画面に表示する表示手段と、音を出力するための音出力手段と、指が表示
画面に接触しているか否かの接触状態を表す接触状態情報、および指が接触している表示
画面内の位置を表す位置情報を入力する入力手段とを含む再生装置で再生方法を実行する
にあたって、決定工程では、入力手段によって入力される接触状態情報および位置情報に
基づいて、表示画面に表示される記号のうち出力すべき記号音に対応する記号の出力範囲
を決定する。そして、出力工程では、記憶手段に記憶される音情報が示す記号音のうち、
決定工程で決定された出力範囲内の記号に対応する記号音を音出力手段に出力させる。し
たがって、表示されているテキストの記号に対応する音を出力することができる。
【００６０】
　また本発明によれば、記号を表す記号情報と、記号情報が示す記号に対応する記号音を
表す音情報とを記憶する記憶手段と、表示画面を有し、記憶手段に記憶される記号情報が
示す記号を表示画面に表示する表示手段と、音を出力するための音出力手段と、指が表示
画面に接触しているか否かの接触状態を表す接触状態情報、および指が接触している表示
画面内の位置を表す位置情報を入力する入力手段と、コンピュータとを含む再生装置のコ
ンピュータに、入力手段によって入力される接触状態情報および位置情報に基づいて、表
示画面に表示される記号のうち出力すべき記号音に対応する記号の出力範囲を決定する決
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定工程と、記憶手段に記憶される音情報が示す記号音のうち、決定工程で決定された出力
範囲内の記号に対応する記号音を音出力手段に出力させる出力工程とを実行させるための
プログラムとして提供することができる。
【００６１】
　また本発明によれば、前記プログラムを記録したコンピュータ読取り可能な記録媒体と
して提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００６２】
【図１】本発明の一実施形態である再生装置１の機能の構成を示すブロック図である。
【図２】対応テーブル１９の構成を示す図である。
【図３】表示画面３０に表示されるテキストの表示例３１を示す図である。
【図４】テキストの文章が選択された表示例３２を示す図である。
【図５】テキストの段落が選択された表示例３３を示す図である。
【図６】テキストの一部の範囲が選択された表示例３４を示す図である。
【図７】テキストの頁が選択された表示例３５を示す図である。
【図８】再生されている部分を強調して表示する表示例３６を示す図である。
【図９】選択されている部分に関連する画像を強調して表示する表示例３７を示す図であ
る。
【図１０】指２でなぞっている部分が選択される表示例３８を示す図である。
【図１１】指２でなぞっている部分がなぞっている速度で選択される表示例３９を示す図
である。
【図１２】テキストとオーディオとの連動コンテンツの例を示す図である。
【図１３】再生装置１が実行する再生処理の処理手順を示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００６３】
　図１は、本発明の一実施形態である再生装置１の機能の構成を示すブロック図である。
再生装置１は、たとえば電子ブック、携帯端末装置あるいはパーソナルコンピュータなど
の情報処理装置によって構成される。以下、再生装置１が電子ブックの場合を例にして説
明する。本発明に係る再生方法は、再生装置１によって実行される。
【００６４】
　再生装置１は、たとえば図示しない中央処理装置（以下「ＣＰＵ」という）、図示しな
い記憶装置、入力部１１、タッチイベント＆タッチ座標生成部１２、選択範囲決定部１３
、アクション決定部１４、表示部１５、オーディオ再生部１６、テキストデータベース（
以下「ＤＢ」という）１７、オーディオＤＢ１８および対応テーブル１９を含んで構成さ
れる。
【００６５】
　ＣＰＵは、記憶装置に記憶されるプログラムを実行することによって、入力部１１、タ
ッチイベント＆タッチ座標生成部１２、選択範囲決定部１３、アクション決定部１４、表
示部１５、およびオーディオ再生部１６の各機能を実現する。記憶手段である記憶装置は
、たとえば半導体メモリあるいは磁気ディスク装置などによって構成される。記憶装置は
、ＣＰＵによって実行されるプログラム、ＣＰＵがプログラムを実行するために必要な情
報、ならびにテキストＤＢ１７、オーディオＤＢ１８および対応テーブル１９を記憶する
。ＣＰＵは、記憶装置に情報を書き込みおよび読み出しすることができる。
【００６６】
　入力手段である入力部１１は、たとえばタッチパネルによって構成される。入力部１１
は、表示部１５の表示画面に指が接触しているか否かを表す接触状態、および表示部１５
の表示画面内で指が表示画面に接触している位置を検出し、検出した接触状態を表す接触
状態情報、および検出した位置を表す位置情報を、タッチイベント＆タッチ座標生成部１
２に送る。
【００６７】
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　タッチイベント＆タッチ座標生成部１２は、入力部１１から受け取る接触状態情報に基
づいて、指が表示画面に触れる接触態様を生成する。接触態様には、たとえば指が予め定
める時間内に１回表示画面に接触する接触態様、指が予め定める時間内に２回表示画面に
接触する接触態様、指が表示画面に接触したまま移動する接触態様、２本の指が同時に表
示画面に接触し、接触している２つの位置が近づく方向に移動、または離れる方向に移動
する接触形態、および接触している指が移動しながら徐々に離れる接触形態などの接触態
様がある。
【００６８】
　また、タッチイベント＆タッチ座標生成部１２は、入力部１１から受け取る位置情報に
基づいて、タッチ座標を生成する。タッチ座標は、指が表示画面に接触した位置を、表示
画面上でのＸＹ座標で表す。ＸＹ座標は、表示部１５の表示画面に向かって、表示画面の
左上の頂点を原点として、右方向をＸ軸座標の正方向、および下方向をＹ軸座標の正方向
とする座標である。入力部１１から受け取る位置情報がＸＹ座標で表わされている場合は
、タッチイベント＆タッチ座標生成部１２は、位置情報をそのままタッチ座標とする。本
実施形態では、入力部１１から受け取る位置情報はＸＹ座標で表わされているので、入力
部１１から受け取る位置情報をそのままタッチ座標として、選択範囲決定部１３に送る。
【００６９】
　選択範囲決定部１３は、タッチイベント＆タッチ座標生成部１２から受け取る接触態様
に基づいて、タッチイベントを決定する。タッチイベントは、ユーザが指によって記号を
選択した選択方法である。記号は、文字、数字、句点、ピリオド、および音符などを含む
。選択方法には、たとえばタップ、ダブルタップ、ドラッグ、ピンチ、およびフリックが
ある。
【００７０】
　また、選択範囲決定部１３は、決定したタッチイベント、およびタッチイベント＆タッ
チ座標生成部１２から受け取るタッチ座標に基づいて、選択範囲を決定する。記号音は、
記号に対応する音である。出力範囲である選択範囲は、表示画面に表示される記号のうち
出力すべき記号音に対応する記号の範囲である。また、選択範囲決定部１３は、対応テー
ブル１９を参照して後述する時間的位置を決定する。選択範囲決定部１３は、決定した選
択範囲および時間的位置、ならびにタッチイベントをアクション決定部１４に送る。
【００７１】
　タッチイベントの決定については、選択範囲決定部１３は、接触態様が、指が予め定め
る時間内に１回表示画面に接触する接触態様であるとき、タッチイベントは、タップであ
ると決定する。また、選択範囲決定部１３は、接触態様が、指が予め定める時間内に２回
表示画面に接触する接触態様であるとき、タッチイベントは、ダブルタップであると決定
する。接触態様が、指が表示画面に接触したまま移動する接触態様であるとき、タッチイ
ベントは、ドラッグであると決定する。接触態様が、二本の指が同時に表示画面に接触し
、接触している２つの位置が近づく方向に移動、または離れる方向に移動する接触形態で
あるとき、タッチイベントは、ピンチであると決定する。接触態様が、接触している指が
移動しながら徐々に離れる接触形態であるとき、タッチイベントは、フリックであると決
定する。
【００７２】
　選択範囲の決定については、たとえば、表示画面に表示されている記号が、小説や論文
などの文書の文字である場合、選択範囲決定部１３は、タッチイベントがタップで、かつ
、タッチ座標が示す位置、つまり指が接触した位置が文字の位置であるとき、その文字を
認識し、認識した文字を含む１つの文章を、選択範囲として決定する。選択範囲決定部１
３は、文章の切れ目を、文章の最後の句点「。」またはピリオド「．」によって認識する
。
【００７３】
　また、選択範囲決定部１３は、表示画面に表示されている記号が、横書きの文書の文字
である場合、タッチイベントがタップで、かつ、タッチ座標が示す位置が、表示画面内の
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周縁部に形成される空白部のうち、左右方向両端部のうちのいずれか１つの空白部内の位
置であるとき、その空白部の左右方向に隣接する段落を、選択範囲として決定する。選択
範囲決定部１３は、表示画面に表示されている記号が、縦書きの文書の文字である場合、
タッチイベントがタップで、かつ、タッチ座標が示す位置が、表示画面内の周縁部に形成
される空白部のうち、上下方向の両端部ののうちのいずれか１つの空白部内の位置である
とき、その空白部の上下方向に隣接する段落を、選択範囲として決定する。
【００７４】
　また、表示画面に表示されている記号が、横書きの文書の文字である場合、タッチイベ
ントがタップで、かつ、タッチ座標が示す位置が、表示画面内の周縁部に形成される空白
部のうち、上下方向の両端部のいずれか１つの空白部内の位置であるとき、その空白部を
含む頁を、選択範囲として決定する。表示画面に表示されている記号が、縦書きの文書の
文字である場合、タッチイベントがタップで、かつ、タッチ座標が示す位置が、表示画面
内の周縁部に形成される空白部のうち、左右方向両端部のいずれか１つの空白部内の位置
であるとき、その空白部を含む頁を、選択範囲として決定する。
【００７５】
　また、選択範囲決定部１３は、タッチイベントがドラッグであるとき、指が表示画面に
最初に接触した位置と、指が表示画面から離反した位置とを対角の頂点とする矩形で囲ま
れる範囲を選択範囲として決定する。
【００７６】
　アクション決定部１４は、選択範囲決定部１３から受け取るタッチイベントおよび選択
範囲に基づいて、表示部１５の表示画面に表示される記号のうち、選択範囲内の記号を強
調表示して、表示部１５の表示画面に表示させるとともに、選択範囲内の記号に対応する
記号音を、選択範囲の先頭から順次オーディオ再生部１６に出力させる。アクション決定
部１４は、選択範囲決定部１３から受け取る時間的位置をオーディオ再生部１６に送る。
タッチイベント＆タッチ座標生成部１２、選択範囲決定部１３およびアクション決定部１
４は、制御手段である。
【００７７】
　表示手段である表示部１５は、たとえば液晶ディスプレイによって構成される。表示部
１５は、アクション決定部１４から受け取る記号を表示する。表示部１５は、表示画面３
０を有する。表示画面３０は、記号を表示するための記号表示領域と、記号を表示しない
空白領域とに分割される。空白領域は、表示画面３０の領域のうち、記号表示領域を除く
残余の領域である。空白領域は、表示画面３０内の周縁部に形成され、上下方向両端部の
空白部、および左右方向両端部の空白部を含む。
【００７８】
　音出力手段であるオーディオ再生部１６は、たとえばスピーカを含んで構成される。オ
ーディオ再生部１６は、アクション決定部１４から受け取る時間的位置によって、出力す
べく記号音を特定し、特定した記号音を、予め定める速度で出力する。予め定める速度は
、たとえば表示画面３０に表示する図示しない設定画面で設定する。
【００７９】
　設定は、表示画面３０に表示される設定画面に応答して、入力部１１によって設定され
る。設定された内容は、記憶装置に記憶される。ＣＰＵ、すなわち入力部１１、タッチイ
ベント＆タッチ座標生成部１２、選択範囲決定部１３、アクション決定部１４、表示部１
５、およびオーディオ再生部１６は、記憶装置に記憶される設定内容を参照することによ
って、設定されている内容を認識することができる。設定については、以下同様である。
【００８０】
　テキストＤＢ１７は、テキストデータを記憶するデータベースであり、図示しない記憶
装置に記憶される。記号情報であるテキストデータは、テキストを構成する複数の記号を
表す記号情報である。テキストは、小説、論文、歌詞および楽譜などの文書のことである
。テキストは、記号によって構成される。オーディオＤＢ１８は、オーディオデータを記
憶するデータベースであり、図示しない記憶装置に記憶される。音情報であるオーディオ
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データは、音を構成する複数の記号音を表す音情報である。
【００８１】
　対応テーブル１９は、テキストＤＢ１７に記憶されるテキストデータが表すテキストを
構成する各記号と、各記号が表示される表示画面３０内の位置と、各記号にそれぞれ対応
する記号音がオーディオ再生部１６に出力されるときの時間的位置とを関連付けた対応情
報である。対応テーブル１９は、図示しない記憶装置に記憶される。
【００８２】
　図２は、対応テーブル１９の構成を示す図である。対応テーブル１９は、「テキスト」
の項目および「オーディオの秒数」の項目を含んで構成される。「テキスト」の項目は、
テキストデータが表すテキストを構成する各記号を示す。「オーディオの秒数」の項目は
、各記号に対応する記号音が出力される時間的位置を示す。時間的位置は、隣接する「テ
キスト」の項目に示される記号に対応する記号音を出力する時間的な位置である。具体的
には、テキストを構成する記号のうち、最初の記号に対応する記号音が出力される時刻を
起点として、各記号に対応する記号音が出力されるまでの相対的な時間である。
【００８３】
　図２に示した例では、テキストデータが示すテキストの例である記号列２０として、記
号列「さんぷるてきすと」が示され、オーディオデータが示す音の例である記号音が出力
される時間推移２１が示されている。時間推移２１は、最初の記号に対応する記号音が出
力される時刻を「０」として、順次継続する記号に対応する記号音が出力されるまでの相
対的な時間を示している。具体的には、テキストの項目「さ」に対応するオーディオの秒
数の項目は、「０」秒である。以降、テキストの項目「ん」に対応するオーディオの秒数
の項目は、「０．１」秒であり、テキストの項目「ぷ」に対応するオーディオの秒数の項
目は、「０．２」秒であり、テキストの項目「る」に対応するオーディオの秒数の項目は
、「０．３」秒であり、テキストの項目「て」に対応するオーディオの秒数の項目は、「
０．４」秒であり、テキストの項目「き」に対応するオーディオの秒数の項目は、「０．
５」秒であり、テキストの項目「す」に対応するオーディオの秒数の項目は、「０．６」
秒であり、テキ秒ストの項目「と」に対応するオーディオの秒数の項目は、「０．７」秒
である。
【００８４】
　図３は、表示画面３０に表示されるテキストの表示例３１を示す図である。表示例３１
は、テキストが小説の場合の例であり、小説の１頁分の文字列が横書きで表示画面３０に
表示されている状態を示している。
【００８５】
　テキストは、記号が文字である場合、単語、文章、段落、章、および行または列を構成
単位とする。選択範囲は、文字単位、単語単位、文章単位、段落単位、章単位、および行
単位または列単位に選択可能に設定可能である。設定は、上述した設定画面で行われる。
【００８６】
　図４は、テキストの文章が選択された表示例３２を示す図である。表示例３２は、図３
に示した表示例３１に示される文字列の中の１つの文字の位置を、指２でタップしたとき
に選択される文章の例を示している。
【００８７】
　具体的には、ユーザが第３行目の第１４番目の文字「て」をタップしたことによって、
選択範囲３２１内の文章、つまりタップされた文字「て」を含む文章が、選択範囲３２１
外の文章よりも強調して表示される。この例では、選択範囲３２１外の文字列は、黒色で
表示され、選択範囲３２１内の文字列は、黒色よりも目立つ赤色で強調表示される。そし
て、選択範囲３２１内の文字列の各文字に対応する記号音がオーディオ再生部１６によっ
て出力される。
【００８８】
　表示例３２では、入力部１１は、指２が表示画面３０に接触した接触状態を表す接触状
態情報および指２が表示画面３０に接触した位置を表す位置情報を、タッチイベント＆タ
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ッチ座標生成部１２に送る。タッチイベント＆タッチ座標生成部１２は、予め定める時間
、たとえば１秒の時間内に、入力部１１から指２が表示画面３０に接触したことを表す接
触状態情報を１回しか受け取らないので、接触態様として、指２が予め定める時間内に１
回表示画面３０に接触する接触態様を生成し、選択範囲決定部１３に送る。選択範囲決定
部１３は、タッチイベント＆タッチ座標生成部１２から受け取った接触態様が、指２が予
め定める時間内に１回表示画面３０に接触する接触態様であるので、タッチイベントは、
タップであると決定する。
【００８９】
　また、選択範囲決定部１３は、タッチイベント＆タッチ座標生成部１２から受け取った
タッチ座標が、第３行目の第１４番目の文字「て」の位置を示しているので、その文字「
て」を含む１つの文章を、選択範囲３２１として決定する。選択範囲決定部１３は、対応
テーブル１９を参照して、決定した選択範囲３２１に含まれる各文字に対応する記号音の
時間的位置を決定する。選択範囲決定部１３は、決定した選択範囲３２１および時間的位
置、ならびにタッチイベントをアクション決定部１４に送る。
【００９０】
　アクション決定部１４は、選択範囲決定部１３から受け取ったタッチイベントがタッチ
であり、かつ選択範囲決定部１３から受け取った選択範囲３２１内の文字列が１つの文章
であるので、選択範囲決定部１３から受け取った選択範囲３２１を表示部１５に送り、表
示画面３０に表示される文字列のうち選択範囲３２１内の文字列の色を黒色から赤色に変
化させて強調表示させる。
【００９１】
　さらに、アクション決定部１４は、選択範囲決定部１３から受け取った時間的位置をオ
ーディオ再生部１６に送り、オーディオ再生部１６に、オーディオＤＢ１８に記憶される
記号音のうち、アクション決定部１４から受け取った時間的位置が示す位置にある記号音
を、アクション決定部１４から受け取った時間的位置が示す時間に順次出力させる。
【００９２】
　図４に示した表示例３１では、オーディオ再生部１６が選択範囲３２１内の最後の文字
に対応する記号音を出力したとき、記号音の出力を終了するが、次の文章について、連続
して、記号音の出力を継続するようにしてもよい。具体的には、文章連続モードが設定さ
れている場合、オーディオ再生部１６が選択範囲３２１内の最後の文字に対応する記号音
を出力した後、次の文章について、表示例３１で示した処理を繰り返す。文章連続モード
は、上述した設定画面で設定される。
【００９３】
　図５、テキストの段落が選択された表示例３３を示す図である。表示例３２は、図３に
示した表示例３１に示される表示画面３０の周縁部の空白部のうちの左側にある空白部の
位置を、指２でタップしたときに選択される段落の例を示している。
【００９４】
　具体的には、ユーザが表示画面３０の周縁部の空白部のうちの左側にある空白部３３１
または空白部３３２をタップしたことによって、選択範囲３３３内の段落、つまりタップ
された空白部３３１または空白部３３２の右側に隣接する段落が、選択範囲３３３外の段
落よりも強調して表示される。この例では、選択範囲３３３外の文字列は、黒色で表示さ
れ、選択範囲３３３内の文字列は、赤色で強調表示される。そして、選択範囲３３３内の
文字列の各記号に対応する記号音がオーディオ再生部１６によって出力される。
【００９５】
　表示例３３は、表示例３２と同様にタッチイベントはタッチであり、タッチイベントが
タップであると決定するまでの処理については、重複を避けるために説明を省略する。選
択範囲決定部１３は、タッチイベント＆タッチ座標生成部１２から受け取ったタッチ座標
が、表示画面３０に向かって左側の空白部３３１の位置を示しているので、その空白部３
３１の右側に隣接する段落を、選択範囲３３３として決定する。選択範囲決定部１３は、
対応テーブル１９を参照して、決定した選択範囲３３３に含まれる段落の各文字に対応す
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る記号音の時間的位置を決定する。選択範囲決定部１３は、決定した選択範囲３３３およ
び時間的位置、ならびにタッチイベントをアクション決定部１４に送る。
【００９６】
　アクション決定部１４は、選択範囲決定部１３から受け取ったタッチイベントがタッチ
であり、かつ選択範囲決定部１３から受け取った選択範囲３３３が段落であるので、選択
範囲決定部１３から受け取った選択範囲３３３を表示部１５に送り、表示画面３０に表示
される文字のうち選択範囲３３３内の文字の色を黒色から赤色に変化させて強調表示させ
る。さらに、アクション決定部１４は、選択範囲決定部１３から受け取った時間的位置を
オーディオ再生部１６に送り、オーディオＤＢ１８に記憶される記号音のうち、アクショ
ン決定部１４から受け取った時間的位置が示す位置にある記号音を、アクション決定部１
４から受け取った時間的位置が示す時間に順次出力させる。
【００９７】
　図６は、テキストの一部の範囲が選択された表示例３４を示す図である。表示例３４は
、ユーザが、図３に示した表示例３１に示される文字列の中の一部の範囲を、指２を、指
２の位置から矢印Ａの方向に指２ａの位置までドラッグすることによって選択したときの
例を示している。
【００９８】
　具体的には、ユーザが、指２が位置する第２行目の先頭の文字「ど」の位置から、指２
ａが位置する第６行目の最後の文字「そ」の位置までを、ドラッグして選択することによ
って、指２の位置と指２ａの位置とが対角となる矩形の範囲３４２内の文章のうち、１つ
の文章中の全文字がその矩形の範囲３４２内に含まれる文章が、選択範囲３４１として選
択される。選択範囲３４１内の文章が選択範囲３４１外の文章よりも強調して表示される
。この例では、選択範囲３４１外の文章は、黒色で表示され、選択範囲３４１内の文章は
、赤色で強調表示される。そして、選択範囲３４１内文章の各文字に対応する記号音がオ
ーディオ再生部１６によって出力される。
【００９９】
　表示例３４では、入力部１１は、矢印Ａの方向に指２の位置から指２ａの位置までの各
位置における指２の表示画面３０との接触状態を表す接触状態情報、および矢印Ａの方向
に指２の位置から指２ａの位置まで指２が表示画面３０に接触していた各位置を表す位置
情報を、タッチイベント＆タッチ座標生成部１２に送る。タッチイベント＆タッチ座標生
成部１２は、接触状態情報および位置情報が、指２が、矢印Ａの方向に指２の位置から指
２ａの位置まで表示画面３０に接触したまま移動したことを示しているので、接触態様と
して、指２が表示画面３０に接触したまま移動する接触態様を生成し、生成した接触態様
を選択範囲決定部１３に送る。選択範囲決定部１３は、タッチイベント＆タッチ座標生成
部１２から受け取った接触態様が、指２が表示画面３０に接触したまま移動する接触態様
であるので、タッチイベントは、ドラッグであると決定する。
【０１００】
　また、選択範囲決定部１３は、タッチイベントがドラッグであり、タッチイベント＆タ
ッチ座標生成部１２によって生成されたタッチ座標が、第２行目の先頭の文字「ど」の位
置から、指２ａが位置する第６行目の最後の文字「そ」の位置までを示しているので、そ
の２つの位置を対角の頂点とする矩形の範囲３４２に含まれる文章のうち、１つの文章中
の全文字が矩形の範囲３４２内にある文章を、選択範囲３４１として決定する。選択範囲
決定部１３は、対応テーブル１９を参照して、決定した選択範囲３４１に含まれる文章の
各文字に対応する記号音の時間的位置を決定する。選択範囲決定部１３は、決定した選択
範囲および時間的位置、ならびにタッチイベントをアクション決定部１４に送る。
【０１０１】
　アクション決定部１４は、選択範囲決定部１３から受け取ったタッチイベントがドラッ
グあり、かつ選択範囲決定部１３から受け取った選択範囲３４１が、テキストの一部の範
囲であるので、選択範囲決定部１３から受け取った選択範囲３４１を表示部１５に送り、
表示画面３０に表示される文字列のうち、選択範囲３４１内の文章の色を黒色から赤色に
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変化させて強調表示させる。さらに、アクション決定部１４は、選択範囲決定部１３から
受け取った時間的位置をオーディオ再生部１６に送り、オーディオＤＢ１８に記憶される
記号音のうち、アクション決定部１４から受け取った時間的位置が示す位置にある記号音
を、アクション決定部１４から受け取った時間的位置が示す時間に順次出力させる。
【０１０２】
　図６に示した例では、２つの位置を対角の頂点とする矩形の範囲３４２に含まれる文章
のうち、１つの文章中の全文字が矩形の範囲３４２内にある文章のみを選択範囲３４１に
含めたが、範囲拡張モードのときに、２つの位置を対角の頂点とする矩形の範囲３４２に
含まれる文字を含む文章を、選択範囲に含めるようにしてもよい。範囲拡張モードは、上
述した設定画面で設定される。
【０１０３】
　図７は、テキストの頁が選択された表示例３５を示す図である。表示例３５は、図３に
示した表示例３１に示される表示画面３０の周縁部の空白部のうちの上側にある空白部３
５１または下側にある空白部３５２の位置を、指２でタップしたときに選択される頁の例
を示している。具体的には、ユーザが表示画面３０の周縁部の空白部のうちの上側にある
空白部３５１または下側にある空白部３５２をタップしたことによって、選択範囲３５３
内の文字、つまり表示画面３０に表示されている頁内のすべての文字が強調して表示され
る。この例では、選択範囲３５３内の全文字、つまりその頁内の全文字が赤色で強調表示
される。そして、選択範囲３５３内の各文字に対応する記号音がオーディオ再生部１６に
よって出力される。
【０１０４】
　表示例３５は、表示例３２と同様にタッチイベントはタッチであり、タッチイベントが
タップであると決定するまでの処理については、重複を避けるために説明を省略する。選
択範囲決定部１３は、タッチイベント＆タッチ座標生成部１２によって生成されたタッチ
座標が、表示画面３０に向かって上側にある空白部３５１または下側にある空白部３５２
の位置を示しているので、表示画面３０に表示されている頁全体を、選択範囲３５３とし
て決定する。選択範囲決定部１３は、対応テーブル１９を参照して、決定した選択範囲３
５３に含まれる各文字に対応する記号音の時間的位置を決定する。選択範囲決定部１３は
、決定した選択範囲および時間的位置、ならびにタッチイベントをアクション決定部１４
に送る。
【０１０５】
　アクション決定部１４は、選択範囲決定部１３から受け取ったタッチイベントがタッチ
であり、かつ選択範囲決定部１３から受け取った選択範囲３５３が表示画面３０に表示さ
れている頁全体であるので、選択範囲決定部１３から受け取った選択範囲３５３を表示部
１５に送り、表示画面３０に表示されるすべての文字の色を黒色から赤色に変化させて強
調表示させる。さらに、アクション決定部１４は、選択範囲決定部１３から受け取った時
間的位置をオーディオ再生部１６に送り、オーディオ再生部１６に、オーディオＤＢ１８
に記憶される記号音のうち、アクション決定部１４から受け取った時間的位置が示す位置
にある記号音を、アクション決定部１４から受け取った時間的位置が示す時間に順次出力
させる。
【０１０６】
　図７に示した表示例３５では、オーディオ再生部１６が選択範囲３５３内の最後の文字
に対応する記号音を出力したとき、記号音の出力を終了するが、次の頁について、連続し
て、記号音の出力を継続するようにしてもよい。具体的には、頁連続モードが設定されて
いる場合、オーディオ再生部１６が選択範囲３５３内の最後の文字に対応する記号音を出
力した後、次の頁について、表示例３５で示した処理を繰り返す。頁連続モードは、上述
した設定画面で設定される。
【０１０７】
　また、スクロールモードが設定されている場合、オーディオ再生部１６が出力する記号
音に対応する文字が、選択範囲３５３内の予め定める行に含まれる文字になったとき、次
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の行以降の文字について、オーディオ再生部１６が出力する記号音に対応する文字が、常
に前記予め定める行になるように、表示画面３０に表示される文字をスクロールさせる。
【０１０８】
　図８は、再生されている部分を強調して表示する表示例３６を示す図である。表示例３
６は、タッチイベントおよび選択範囲３６１が、図４に示した表示例３２のタッチイベン
トおよび選択範囲３４１と同じであるが、選択範囲３６１内の文章の文字のうち、記号音
が生成されている文字を含む単語の部分３６２が、選択範囲３６１内の文章の強調表示、
たとえば赤色とは異なる強調表示、たとえば青色で、より強調される。
【０１０９】
　表示例３６では、選択範囲３６１内の記号音の出力を開始するまでの処理は、図４に示
した表示例３２の処理と同じであり、重複を避けるために説明を省略する。二重強調表示
モードが設定されているとき、アクション決定部１４は、さらに、オーディオ再生部１６
に出力させている記号音に対応する文字を含む単語の色を、すでに表示している強調表示
、たとえば赤色とは、異なる強調表示、たとえば青色で、表示部１５に表示させる。二重
強調表示モードは、上述した設定画面で設定される。アクション決定部１４は、記憶装置
に記憶される設定内容を参照することによって、二重強調表示モードであるか否かを認識
することができる。
【０１１０】
　また、先行強調表示モードが設定されているとき、アクション決定部１４は、オーディ
オ再生部１６に出力させる記号音を含む単語の色を、その記号音を出力する時点よりも予
め定める時間早く、すでに表示している強調表示、たとえば赤色とは、異なる強調表示、
たとえば青色で、表示部１５に表示させる。先行強調表示モードも上述した設定画面で設
定される。
【０１１１】
　上述した実施形態では、二重強調表示モードおよび先行強調表示モードでは、単語単位
でより強調するが、設定によって、文節単位または文章単位で強調するようにしてもよい
。この設定は、上述した設定画面で設定される。また、表示例３６では、より強調する文
字を、異なる色で強調したが、より強調する文字の背景の色を異なる色で表示する、ある
いはより強調する文字を枠で囲むなどの方法によってより強調してもよい。
【０１１２】
　図９は、選択されている部分に関連付けられている画像を強調して表示する表示例３７
を示す図である。テキストＤＢ１７は、テキストデータが示すテキストに関連付けられて
いる複数の画像を表す画像データを記憶する。画像がテキストに関連付けられている場合
、再生装置１は、テキストデータが示すテキストを表示画面３０に表示するとき、表示画
面３０に表示されるテキストに関連する画像を同時に表示画面３０に表示する。画像デー
タは、画像情報である。
【０１１３】
　表示例３７は、表示画面３０に表示される画像のうち、オーディオ再生部１６で出力さ
れている記号音に対応する文字の部分を含む段落に関連付けられている画像３７２を強調
して表示、たとえば画像３７２を表示枠３７３で囲んで表示する例である。
【０１１４】
　表示例３７では、選択範囲３７１内の段落を表示しかつ記号音を出力するまでの処理は
、図５に示した表示例３３の処理と同じであり、重複を避けるために説明は省略する。ア
クション決定部１４は、テキストＤＢ１７に記憶される画像データが示す画像のうち、表
示画面３０に表示されているテキストに関連付けられている画像を表示画面３０に表示す
る。さらに、表示画面３０に表示されているテキストの段落に関連付けられている画像の
うち、選択範囲３７１の段落の関連付けられている画像３７２を強調して表示する。たと
えば、選択範囲３７１の段落の関連付けられている画像３７２に表示枠３７３を付して表
示する。
【０１１５】
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　テキストが、画像などを掲載する電子カタログである場合、紙に印刷されているカタロ
グよりも、表示領域の大きさが小さくなる傾向にあり、当然文字も小さくなり、読み難く
なるので、電子カタログの説明文を読み上げるのは、理にかなっている。
【０１１６】
　図１０は、指２でなぞっている部分が選択される表示例３８を示す図である。表示例３
８は、出力音指定モードが指定されている場合の例であり、指２でなぞられた文字に対応
する記号音が出力される。出力音指定モードは、上述した設定画面で設定される。
【０１１７】
　表示例３８では、入力部１１は、行方向、たとえば矢印Ｂの方向に指２の位置から指２
ｂの位置までの各位置における指２の表示画面３０との接触状態を表す接触状態情報、お
よび行方向、たとえば矢印Ｂの方向に指２の位置から指２ｂの位置まで指２が表示画面３
０に接触していた各位置を表す位置情報を、タッチイベント＆タッチ座標生成部１２に送
る。タッチイベント＆タッチ座標生成部１２は、接触状態情報および位置情報が、指２が
、行方向、たとえば矢印Ｂの方向に指２の位置から指２ｂの位置まで表示画面３０に接触
したまま移動したことを示しているので、接触態様として、指２が表示画面３０に接触し
たまま行方向に移動する接触態様を生成し、生成した接触態様を選択範囲決定部１３に送
る。選択範囲決定部１３は、タッチイベント＆タッチ座標生成部１２から受け取った接触
態様が、指２が表示画面３０に接触したまま行方向に移動する接触態様であり、かつ出力
音指定モードであるので、タッチイベントは、「なぞる」であると決定する。
【０１１８】
　また、選択範囲決定部１３は、タッチイベントが「なぞる」であり、タッチイベント＆
タッチ座標生成部１２から受け取ったタッチ座標が、第３行目の先頭の文字「め」の位置
から、指２ｂが位置する第３行目の最後の文字「る」の位置までを示しているので、その
２つの位置に挟まれる位置にある文字を含む範囲を、選択範囲３８１として決定する。選
択範囲決定部１３は、対応テーブル１９を参照して、決定した選択範囲３８１に含まれる
各文字に対応する記号音の時間的位置を決定する。選択範囲決定部１３は、決定した選択
範囲および時間的位置、ならびにタッチイベントをアクション決定部１４に送る。
【０１１９】
　アクション決定部１４は、選択範囲決定部１３から受け取ったタッチイベントが「なぞ
る」であるので、選択範囲決定部１３から受け取った選択範囲３８１を表示部１５に送り
、表示画面３０に表示される文字列のうち、選択範囲３８１内の文字の色を黒色から赤色
に変化させて強調表示させる。さらに、アクション決定部１４は、選択範囲決定部１３か
ら受け取った時間的位置をオーディオ再生部１６に送り、オーディオＤＢ１８に記憶され
る記号音のうち、アクション決定部１４から受け取った時間的位置が示す位置にある記号
音を、アクション決定部１４から受け取った時間的位置が示す時間に順次出力させる。
【０１２０】
　図１１は、指２でなぞっている部分がなぞっている速度で選択される表示例３９を示す
図である。表示例３９は、出力速度指定モードが指定されている場合の例であり、指２が
なぞっている文字に対応する記号音が、指２がその文字をなぞる速度で出力される。出力
速度指定モードは、上述した設定画面で設定される。
【０１２１】
　表示例３９では、入力部１１は、指２が表示画面３０に接触している状態であることを
表す接触状態情報、および指２が表示画面３０に接触している位置を表す位置情報を、タ
ッチイベント＆タッチ座標生成部１２に送る。タッチイベント＆タッチ座標生成部１２は
、接触状態情報および位置情報が、指２が表示画面３０に接触している状態であることを
示しているので、接触態様として、指２が表示画面３０に接触している状態である接触態
様を生成し、選択範囲決定部１３に送る。選択範囲決定部１３は、タッチイベント＆タッ
チ座標生成部１２から受け取った接触態様が、指２が表示画面３０に接触している状態で
あるであり、かつ出力速度指定モードであるので、タッチイベントは、「なぞる」である
と決定する。
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【０１２２】
　また、選択範囲決定部１３は、タッチイベントが「なぞる」であり、かつ出力速度指定
モードであるので、タッチイベント＆タッチ座標生成部１２から受け取ったタッチ座標が
示す位置にある文字を選択範囲３９１に含める。そして、選択範囲決定部１３は、対応テ
ーブル１９を参照して、その文字に対応する記号音の時間的位置を決定する。選択範囲決
定部１３は、決定した選択範囲および時間的位置、ならびにタッチイベントをアクション
決定部１４に送る。
【０１２３】
　アクション決定部１４は、選択範囲決定部１３から受け取ったタッチイベントが「なぞ
る」であるので、選択範囲決定部１３から受け取った選択範囲３８１を表示部１５に送り
、表示画面３０に表示される文字列のうち、選択範囲３８１内の文字の色を黒色から赤色
に変化させて強調表示させる。さらに、アクション決定部１４は、選択範囲決定部１３か
ら受け取った時間的位置をオーディオ再生部１６に送り、オーディオＤＢ１８に記憶され
る記号音のうち、アクション決定部１４から受け取った時間的位置が示す位置にある記号
音を、アクション決定部１４から受け取った時間的位置が示す時間に出力させる。
【０１２４】
　以後、指２が表示画面３０から離反するまで、この処理を繰り返すことによって、指２
がなぞっている文字に対応する記号音が、指２が文字をなぞる速度で、オーディオ再生部
１６から出力される。
【０１２５】
　図１２は、テキストとオーディオとの連動コンテンツの例を示す図である。図１２（ａ
）は、テキストが日本語の小説の例である。再生装置１の表示画面３０に表示される文字
のうち、指２によって選択された選択範囲４１内の文字が赤色で強調表示され、選択範囲
４１内の文字に対応する記号音がオーディオ再生部１６から出力される。この例は、図６
に示した表示例３４に相当し、テキストの一部の範囲が選択された例である。図１２（ｂ
）は、テキストが英語の論文の例である。再生装置１の表示画面３０に表示される文字の
うち、指２によって選択された選択範囲４２内の文字が赤色で強調表示され、選択範囲４
２内の文字に対応する記号音がオーディオ再生部１６から出力される。
【０１２６】
　図１２（ｃ）は、テキストが日本語の歌詞の例である。再生装置１の表示画面３０に表
示される文字のうち、指２によって選択された選択範囲４３内の文字内が赤色で強調表示
され、選択範囲４３内の文字に対応する記号音がオーディオ再生部１６から出力される。
図１２（ｄ）は、テキストが楽譜の例である。再生装置１の表示画面３０に表示される音
譜のうち、指２によって選択された選択範囲４４内の小節が赤色で強調表示され、選択範
囲４４内の音符に対応する記号音がオーディオ再生部１６から出力される。
【０１２７】
　記号が音符である場合、記号情報は、楽譜を表す楽譜情報である。この場合、選択範囲
は、音符単位、小節単位、楽節単位、および楽章単位に選択可能に設定可能である。設定
は、上述した設定画面で行われる。すなわち、指２が音符の位置をタップしたとき、小節
単位、楽節単位、および楽章単位のうちのどの単位で選択されるかが設定される。
【０１２８】
　図１３は、再生装置１が実行する再生処理の処理手順を示すフローチャートである。入
力部１１によって接触状態情報および位置情報が入力されると、ステップＡ１に移る。
【０１２９】
　ステップＡ１では、タッチイベント＆タッチ座標生成部１２は、入力部１１から接触状
態情報および位置情報を受け取り、受け取った接触状態情報および位置情報に基づいて、
タッチイベントおよびタッチ座標を生成し、生成したタッチイベントおよびタッチ座標を
選択範囲決定部１３に送る。ステップＡ２では、選択範囲決定部１３は、表示データのど
の部分がタッチされたのかを識別する。具体的には、選択範囲決定部１３は、タッチイベ
ント＆タッチ座標生成部１２から受け取ったタッチ座標が示す位置が、表示画面３０に表
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示される記号のうちのどの記号であるのかを識別する。
【０１３０】
　決定工程であるステップＡ３では、選択範囲決定部１３は、タッチイベント＆タッチ座
標生成部１２から受け取ったタッチイベントおよび識別した記号に基づいて選択範囲を決
定する。また、選択範囲決定部１３は、対応テーブル１９を参照して、決定した選択範囲
内の記号に対応する記号音を出力する時間的位置を決定する。選択範囲決定部１３は、決
定した選択範囲および時間的位置、ならびにタッチイベントをアクション決定部１４に送
る。
【０１３１】
　ステップＡ４では、アクション決定部１４は、選択範囲決定部１３から受け取ったタッ
チイベントおよび選択範囲に基づいて、どのアクションを行うかを決定する。アクション
は、たとえば選択範囲内の記号を表示画面３０に強調表示するアクション、選択範囲内の
記号に対応する記号音を順次オーディオ再生部１６によって出力するアクション、表示画
面３０に強調表示している記号のうち、オーディオ再生部１６によって出力されている記
号音に対応する記号を、さらに異なる強調表示で表示するアクション、および指２がなぞ
っている記号に対応する記号音を、指２がなぞっている速度でオーディオ再生部１６によ
って出力するアクションなどである。
【０１３２】
　出力工程であるステップＡ５では、アクション決定部１４は、決定したアクションを実
行して、再生処理を終了する。具体的には、選択範囲決定部１３は、決定したアクション
に従って、表示部１５に、記号を強調表示させるとともに、オーディオ再生部１６の記号
音を出力させて、再生処理を終了する。
【０１３３】
　上述した実施形態では、オーディオ再生部１６が選択範囲内の記号に対応する記号音を
出力している間、選択範囲内の記号を表示画面３０に表示したままにしているが、消去す
るようにしてもよい。たとえば、アクション決定部１４は、オーディオ再生部１６によっ
て出力された記号音に対応する記号を、表示部１５に表示画面３０から消去させる。これ
によって、すでに音が出力された記号を表示画面３０から消去するので、ユーザは、表示
画面３０上で不要な記号を目にすることはない。
【０１３４】
　あるいは、アクション決定部１４は、表示部１５に選択範囲内の記号を表示画面３０に
表示させない状態としておき、選択範囲内の記号のうち、オーディオ再生部１６によって
出力された記号音に対応する記号を順次、表示部１５に表示画面３０に表示させる。これ
によって、これから出力される音に対応する記号を未表示とすることができるので、ユー
ザは、これから出力される音を予測することができ、語学の学習に役立てることができる
。
【０１３５】
　あるいは、アクション決定部１４は、表示部１５に選択範囲内の記号を表示画面３０に
表示させない状態としておき、選択範囲内の記号のうち、オーディオ再生部１６によって
出力される記号音に対応する記号のみを、表示部１５に表示画面３０に表示させる。これ
によって、出力されている記号音に対応する記号にのみを表示とすることができるので、
ユーザは、表示されている記号に対する音のみを聞くことができ、語学の学習に役立てる
ことができる。
【０１３６】
　また、上述した実施形態では、表示画面３０に表示される記号の大きさを一定の大きさ
として説明したが、記号の大きさを変化させてもよい。この場合、アクション決定部１４
は、選択範囲内の記号のうち、予め定める大きさ以下、たとえば５ポイント以下の記号に
対応する記号音の時間的位置を決定し、決定した時間的位置をオーディオ再生部１６に送
る。これによって、オーディオ再生部１６は、選択範囲内の記号のうち、予め定める大き
さ以下の記号に対応する記号音のみを出力するので、ユーザは、文字が小さいために読み



(23) JP 2012-185323 A 2012.9.27

10

20

30

40

50

にくい文字を音で確認することができる。
【０１３７】
　あるいは、表示画面３０に表示される記号の大きさに応じて、記号音を出力する音量、
記号音を出力する出力速度、または音量および出力速度を変化させてもよい。この場合、
アクション決定部１４は、選択範囲内の記号の大きさに応じて、各記号に対応する記号音
を出力する音量、出力速度または音量および出力速度を決定し、決定した音量、出力速度
または音量および出力速度を、選択範囲決定部１３から受け取った時間的位置とともに、
オーディオ再生部１６に送る。オーディオ再生部１６は、アクション決定部１４から受け
取った時間的位置が示す時間に出力する記号音を、アクション決定部１４から受け取った
音量、出力速度または音量および出力速度で出力する。たとえば、音量は、記号の大きさ
が大きいほど大きい音量とし、出力速度は、記号の大きさが大きいほど遅い出力速度とす
る。これによって、ユーザは、注意して聞く必要がある部分については、大きい音量で、
あるいは遅い出力速度で聞くことができる。
【０１３８】
　あるいは、表示画面３０に表示される記号の色に応じて、記号音を出力する音量、記号
音を出力する出力速度、または音量および出力速度を変化させてもよい。この場合、アク
ション決定部１４は、選択範囲内の記号の色に応じて、各記号に対応する記号音を出力す
る音量、出力速度または音量および出力速度を決定し、決定した音量、出力速度または音
量および出力速度を、選択範囲決定部１３から受け取った時間的位置とともに、オーディ
オ再生部１６に送る。オーディオ再生部１６は、アクション決定部１４から受け取った時
間的位置が示す時間に出力する記号音を、アクション決定部１４から受け取った音量、出
力速度または音量および出力速度で出力する。たとえば、色は、目立つ色ほど大きい音量
とし、出力速度は、目立つ色ほど遅い出力速度とする。これによって、ユーザは、注意し
て聞く必要がある部分については、大きい音量で、あるいは遅い出力速度で聞くことがで
きる。
【０１３９】
　また、上述した実施形態では、再生装置１のＣＰＵが再生装置１の記憶装置に記憶され
るプログラムを実行することによって、入力部１１、タッチイベント＆タッチ座標生成部
１２、選択範囲決定部１３、アクション決定部１４、表示部１５、およびオーディオ再生
部１６の各機能を実現するが、上述した処理を実行するためのプログラムは、再生装置１
の記憶装置に記憶されることに限定されるものではなく、コンピュータで読取り可能な記
録媒体に記録されていてもよい。記録媒体は、たとえば図示しない外部記憶装置としてプ
ログラム読取装置を端末１０に設け、そこに記録媒体を挿入することによって読取り可能
な記録媒体であってもよいし、あるいは他の装置の記憶装置であってもよい。
【０１４０】
　いずれの記録媒体であっても、記憶されているプログラムがコンピュータ、たとえばＣ
ＰＵからアクセスされて実行される構成であればよい。あるいはいずれの記録媒体であっ
ても、プログラムが読み出され、読み出されたプログラムが、再生装置１の記憶装置のプ
ログラム記憶エリアに記憶されて、そのプログラムが実行される構成であってもよい。
【０１４１】
　再生装置１と分離可能に構成される記録媒体は、たとえば磁気テープ／カセットテープ
などのテープ系の記録媒体、フレキシブルディスク／ハードディスクなどの磁気ディスク
もしくはＣＤ－ＲＯＭ（Compact Disk Read Only Memory）／ＭＯ（Magneto Optical dis
k）／ＭＤ（Mini Disc）／ＤＶＤ（Digital Versatile Disk）／ＣＤ－Ｒ（Compact Disk
 Recordable）／ブルーレイディスクなどの光ディスクのディスク系の記録媒体、ＩＣ（I
ntegrated Circuit）カード（メモリカードを含む）／光カードなどのカード系の記録媒
体、またはマスクＲＯＭ／ＥＰＲＯＭ（Erasable Programmable Read Only Memory）／Ｅ
ＥＰＲＯＭ（Electrically Erasable Programmable Read Only Memory）／フラッシュＲ
ＯＭなどの半導体メモリを含む固定的にプログラムを担持する記録媒体であってもよい。
【０１４２】
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　また、再生装置１を通信ネットワークと接続可能に構成し、通信ネットワークを介して
上記プログラムを供給してもよい。この通信ネットワークとしては、特に限定されず、た
とえば、インターネット、イントラネット、エキストラネット、ＬＡＮ（Local Area Net
work）、ＩＳＤＮ（Integrated Services Digital Network）、ＶＡＮ（Value Added Net
work）、ＣＡＴＶ（Community Antenna Television）通信網、仮想専用網（Virtual Priv
ate Network）、電話回線網、移動体通信網、または衛星通信網など通信ネットワークが
利用可能である。また、通信ネットワークを構成する伝送媒体としては、特に限定されず
、たとえば、ＩＥＥＥ１３９４、ＵＳＢ（Universal Serial Bus）、電力線搬送、ケーブ
ルＴＶ回線、電話線、ＡＤＳＬ（Asymmetric Digital Subscriber Line）回線等の有線で
も、ＩｒＤＡ（Infrared Data Association）あるいはリモートコントロールで用いられ
る赤外線、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）、８０２．１１無線、ＨＤＲ（High Data Ra
te）、携帯電話網、衛星回線、地上波デジタル網などの無線でも利用可能である。なお、
本発明は、上記プログラムが電子的な伝送で具現化された、搬送波に埋め込まれたコンピ
ュータデータ信号の形態でも実現され得る。
【０１４３】
　このように、再生装置１の記憶装置は、記号を表すテキストデータと、テキストデータ
が示す記号に対応する記号音を表すオーディオデータとを記憶する。表示部１５は、表示
画面３０を有し、再生装置１の記憶装置に記憶されるテキストデータが示す記号を表示画
面３０に表示する。オーディオ再生部１６は、音を出力する。入力部１１は、指２が表示
画面３０に接触しているか否かの接触状態を表す接触状態情報、および指２が接触してい
る表示画面３０内の位置を表す位置情報を入力する。そして、タッチイベント＆タッチ座
標生成部１２、選択範囲決定部１３およびアクション決定部１４は、入力部１１によって
入力される接触状態情報および位置情報に基づいて、表示画面３０に表示される記号のう
ち出力すべき記号音に対応する記号の選択範囲を決定し、再生装置１の記憶装置に記憶さ
れるオーディオデータが示す記号音のうち、前記決定された選択範囲内の記号に対応する
記号音をオーディオ再生部１６に出力させる。したがって、表示されているテキストの記
号に対応する音を出力することができる。
【０１４４】
　さらに、再生装置１の記憶装置は、テキストデータが表す記号と、各記号にそれぞれ対
応する記号音がオーディオ再生部１６によって出力される相対的な時間とを関連付けた対
応テーブル１９を記憶する。そして、タッチイベント＆タッチ座標生成部１２、選択範囲
決定部１３およびアクション決定部１４は、再生装置１の記憶装置に記憶される対応テー
ブル１９基づいて、各記号に関連付けられた相対的な時間の記号音を、各記号に対応する
記号音としてオーディオ再生部１６に出力させる。したがって、選択範囲内に表示される
記号と、記号に対応する音とを１対１に対応付けることができる。
【０１４５】
　さらに、タッチイベント＆タッチ座標生成部１２、選択範囲決定部１３およびアクショ
ン決定部１４は、入力部１１によって入力される接触状態情報に基づいて定まる接触態様
、および入力部１１によって入力される位置情報に応じて、選択範囲を決定する。したが
って、ユーザは、指２が表示画面３０に接触する接触形態に応じて、音を出力する記号の
範囲を指示することができる。
【０１４６】
　さらに、入力部１１は、タッチパネルである。そして、前記接触態様は、タップ、ダブ
ルタップ、ドラッグ、ピンチ、およびフリックのうちの少なくとも１つである。したがっ
て、ユーザは、タッチパネルで用いられる一般的な操作によって、音を出力する記号の範
囲を指示することができる。
【０１４７】
　さらに、前記位置情報は、２つの位置を表す位置情報を含む。そして、タッチイベント
＆タッチ座標生成部１２、選択範囲決定部１３およびアクション決定部１４は、該位置情
報が示す２つの位置を対角とする矩形の範囲を選択範囲として決定する。したがって、ユ



(25) JP 2012-185323 A 2012.9.27

10

20

30

40

50

ーザは、ドラッグによって、表示画面３０に表示される記号のうちから、音を出力する記
号の範囲を指示することができる。
【０１４８】
　さらに、表示部１５は、前記記号を頁単位で表示する。そして、選択範囲は、頁単位に
選択可能であるので、ユーザは、１つの頁内の全記号に対応する音を出力することができ
る。
【０１４９】
　さらに、タッチイベント＆タッチ座標生成部１２、選択範囲決定部１３およびアクショ
ン決定部１４は、前記決定された選択範囲内の記号を、前記決定された選択範囲外の記号
よりも強調して表示部１５に表示させる。したがって、ユーザは、音が出力されている記
号の範囲を容易に認識することができる。
【０１５０】
　さらに、表示部１５は、前記記号を頁単位で表示する。そして、タッチイベント＆タッ
チ座標生成部１２、選択範囲決定部１３およびアクション決定部１４は、選択範囲が複数
頁に及ぶ場合、オーディオ再生部１６によって出力される記号音が表示画面３０に表示さ
れている最後の記号に対応する記号音になったとき、表示部１５に次の頁の記号を表示さ
せる。したがって、選択範囲が複数の頁に及ぶ場合、ユーザは、頁をめくる操作をしなく
ても、次の頁の記号に対応する音を聞くことができる。
【０１５１】
　さらに、表示部１５は、前記記号を頁単位で表示する。そして、タッチイベント＆タッ
チ座標生成部１２、選択範囲決定部１３およびアクション決定部１４は、選択範囲が複数
頁に及ぶ場合、オーディオ再生部１６によって出力されている記号音に対応する記号が表
示画面３０内の予め定める行または列に含まれる記号になったとき、表示画面３０に表示
する記号をスクロールする。したがって、選択範囲が複数の頁に及ぶ場合、ユーザは、頁
をめくる操作をしなくても、次の頁以降にある記号に対応する音を聞くことができる。
【０１５２】
　さらに、タッチイベント＆タッチ座標生成部１２、選択範囲決定部１３およびアクショ
ン決定部１４は、オーディオ再生部１６によって出力された記号音に対応する記号を、表
示部１５に表示画面３０から消去させる。したがって、すでに音として出力された記号を
表示画面３０から消去するので、ユーザは、表示画面３０上で不要な記号を目にすること
はない。
【０１５３】
　さらに、タッチイベント＆タッチ座標生成部１２、選択範囲決定部１３およびアクショ
ン決定部１４は、オーディオ再生部１６によって出力された記号音に対応する記号のみを
、表示部１５によって表示画面３０に表示させる。したがって、これから出力される音に
対応する記号を未表示とすることができるので、ユーザは、これから出力される音を予測
することができ、語学の学習に役立てることができる。
【０１５４】
　さらに、タッチイベント＆タッチ座標生成部１２、選択範囲決定部１３およびアクショ
ン決定部１４は、オーディオ再生部１６によって出力されている記号音に対応する記号の
みを、表示部１５によって表示画面３０に表示させる。したがって、ユーザは、表示され
ている記号に対する音のみを聞くことができ、語学の学習に役立てることができる。
【０１５５】
　さらに、再生装置１の記憶装置は、テキストデータが示す記号に対応する画像を表す画
像データを記憶する。そして、タッチイベント＆タッチ座標生成部１２、選択範囲決定部
１３およびアクション決定部１４は、再生装置１の記憶装置に記憶される画像データが示
す画像のうち表示画面３０に表示されている記号に対応する画像を表示画面３０に表示し
、オーディオ再生部１６が出力している記号音に対応する記号に対応する画像を、他の画
像よりも強調して表示部１５に表示させる。したがって、ユーザは、どの画像が、記号音
が出力されている記号に対応する画像であるかを容易に認識することができる。
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【０１５６】
　さらに、タッチイベント＆タッチ座標生成部１２、選択範囲決定部１３およびアクショ
ン決定部１４は、入力部１１によって入力される位置情報が示す位置が選択範囲内の記号
の位置を移動するとき、移動した位置にある記号に対応する記号音のみをオーディオ再生
部１６に出力させる。したがって、ユーザは、指２を接触させた記号列に含まれる記号に
対応する音のみを聞くことができる。
【０１５７】
　さらに、タッチイベント＆タッチ座標生成部１２、選択範囲決定部１３およびアクショ
ン決定部１４は、入力部１１によって入力される位置情報が示す位置が選択範囲内の記号
の位置を移動するとき、該位置が移動する速度で、該位置にある記号に対応する記号音を
オーディオ再生部１６に出力させる。したがって、ユーザは、指２を接触させた記号列に
含まれる記号に対応する音を、自分に適した出力速度で聞くことができる。
【０１５８】
　さらに、タッチイベント＆タッチ座標生成部１２、選択範囲決定部１３およびアクショ
ン決定部１４は、選択範囲内の記号のうち、予め定める大きさ以下の記号に対応する記号
音をオーディオ再生部１６に出力させる。したがって、ユーザは、文字が小さいために読
みにくい文字を音で確認することができる。
【０１５９】
　さらに、タッチイベント＆タッチ座標生成部１２、選択範囲決定部１３およびアクショ
ン決定部１４は、記号の大きさまたは色に応じて、オーディオ再生部１６に記号音を出力
させる速度を変化させる。したがって、ユーザは、注意して聞く必要がある部分について
は、遅い出力速度で聞くことができる。
【０１６０】
　さらに、タッチイベント＆タッチ座標生成部１２、選択範囲決定部１３およびアクショ
ン決定部１４は、記号の大きさまたは色に応じて、オーディオ再生部１６に記号音を出力
させる音量を変化させる。したがって、ユーザは、注意して聞く必要がある部分について
は、大きい音量で聞くことができる。
【０１６１】
　さらに、前記記号は、文字である。テキストデータは、単語、文章、段落、章、および
行または列を構成単位とする文書を表す文書情報である。そして、選択範囲は、文字単位
、単語単位、文章単位、段落単位、章単位、および行単位または列単位に選択可能に設定
可能である。したがって、ユーザは、小説などの文書の文字を、いろいろな単位で音とし
て聞くことができる。
【０１６２】
　さらに、前記文字は、句点およびピリオドを含む。そして、タッチイベント＆タッチ座
標生成部１２、選択範囲決定部１３およびアクション決定部１４は、選択範囲を決定する
とき、句点およびピリオドを文章の切れ目として認識する。したがって、ユーザは、音を
出力する選択範囲として、簡単な操作で文章を選択することができる。
【０１６３】
　さらに、表示画面３０は、記号を表示するための記号表示領域と、記号表示領域を除く
残余の空白領域とに分割される。そして、入力部１１は、記号表示領域および空白領域の
いずれの領域についても、指２の接触状態情報および位置情報を入力可能である。したが
って、記号だけでなく、空白領域に含まれる空白部を、選択範囲を選択するために指２を
接触させる位置として利用することができる。
【０１６４】
　さらに、前記空白領域は、表示画面３０の周縁部に形成される。表示部１５は、前記文
書情報を横書きまたは縦書きで表示画面３０に表示する。そして、タッチイベント＆タッ
チ座標生成部１２、選択範囲決定部１３およびアクション決定部１４は、横書きで表示さ
れる場合、入力部１１によって入力された位置情報が示す位置が、前記周縁部の空白部の
うち左右方向両端部のうちのいずれか１つの空白部内の位置であるとき、該位置の左右方
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向に隣接する段落を選択範囲をとして決定し、または、縦書きで表示される場合、入力部
１１によって入力された位置情報が示す位置が、前記周縁部の空白部のうち上下方向両端
部のうちのいずれか１つの空白部内の位置であるとき、該位置の上下方向に隣接する段落
を選択範囲をとして決定する。したがって、ユーザは、音を出力する選択範囲として、簡
単な操作で段落を選択することができる。
【０１６５】
　さらに、前記空白領域は、表示画面３０の周縁部に形成される。表示部１５は、前記文
書情報を横書きまたは縦書きで表示画面３０に表示する。そして、タッチイベント＆タッ
チ座標生成部１２、選択範囲決定部１３およびアクション決定部１４は、横書きで表示さ
れる場合、入力部１１によって入力された位置情報が示す位置が、前記周縁部の空白部の
うち左右方向両端部のうちのいずれか１つの空白部内の位置であるとき、または、縦書き
で表示される場合、入力部１１によって入力された位置情報が示す位置が、前記周縁部の
空白部のうち左右方向両端部のうちのいずれか１つの空白部内の位置であるとき、表示画
面３０内の頁を選択範囲として決定する。したがって、ユーザは、音を出力する選択範囲
として、簡単な操作で頁を選択することができる。
【０１６６】
　さらに、前記記号は、音符である。テキストデータは、楽譜を表す楽譜情報である。そ
して、選択範囲は、音符単位、小節単位、楽節単位、および楽章単位に選択可能に設定可
能である。したがって、ユーザは、楽譜の音符を、いろいろな単位で音として聞くことが
できる。
【０１６７】
　さらに、記号を表すテキストデータと、テキストデータが示す記号に対応する記号音を
表すオーディオデータとを記憶する再生装置１の記憶装置と、表示画面３０を有し、再生
装置１の記憶装置に記憶されるテキストデータが示す記号を表示画面３０に表示する表示
部１５と、音を出力するためのオーディオ再生部１６と、指２が表示画面３０に接触して
いるか否かの接触状態を表す接触状態情報、および指２が接触している表示画面３０内の
位置を表す位置情報を入力する入力部１１とを含む再生装置１で再生方法を実行するにあ
たって、図１３に示したフローチャートにおいて、ステップＡ３では、入力部１１によっ
て入力される接触状態情報および位置情報に基づいて、表示画面３０に表示される記号の
うち出力すべき記号音に対応する記号の選択範囲を決定する。そして、ステップＡ５では
、再生装置１の記憶装置に記憶されるオーディオデータが示す記号音のうち、ステップＡ
３で決定された選択範囲内の記号に対応する記号音をオーディオ再生部１６に出力させる
。したがって、表示されているテキストの記号に対応する音を出力することができる。
【０１６８】
　さらに、記号を表すテキストデータと、テキストデータが示す記号に対応する記号音を
表すオーディオデータとを記憶する再生装置１の記憶装置と、表示画面３０を有し、再生
装置１の記憶装置に記憶されるテキストデータが示す記号を表示画面３０に表示する表示
部１５と、音を出力するためのオーディオ再生部１６と、指２が表示画面３０に接触して
いるか否かの接触状態を表す接触状態情報、および指２が接触している表示画面３０内の
位置を表す位置情報を入力する入力部１１と、コンピュータとを含む再生装置１のコンピ
ュータに、入力部１１によって入力される接触状態情報および位置情報に基づいて、表示
画面３０に表示される記号のうち出力すべき記号音に対応する記号の選択範囲を決定する
図１３に示したフローチャートのステップＡ３と、再生装置１の記憶装置に記憶されるオ
ーディオデータが示す記号音のうち、図１３に示したフローチャートのステップＡ３で決
定された選択範囲内の記号に対応する記号音をオーディオ再生部１６に出力させる図１３
に示したフローチャートのステップＡ５とを実行させるためのプログラムとして提供する
ことができる。
【０１６９】
　さらに、前記プログラムを記録したコンピュータ読取り可能な記録媒体として提供する
ことができる。
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【符号の説明】
【０１７０】
　１　再生装置
　２　指
　１１　入力部
　１２　タッチイベント＆タッチ座標生成部
　１３　選択範囲決定部
　１４　アクション決定部
　１５　表示部
　１６　オーディオ再生部
　１７　テキストＤＢ
　１８　オーディオＤＢ
　１９　対応テーブル
　２０　テキストデータ
　２１　オーディオデータ
　３０　表示画面
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